
５月臨時会・６月定例会の審査結果・・２～５
委員会スポット・・・・・・・・・・・６～７
一般質問（各委員長の代表質問）・・８～１３
常任委員会合同管内視察報告・・・・・・１４

　学校再開と同時に給食も

始まりました。暑い中、子

ども達のためにおいしい給

食を作っています。　

第172号令和 2年 8月１日発行

議会だより



2R2. 8. 1

石
垣
菊
蔵

服
部
光
男

吉
原
一
治

鈴
木
浩
二

片
山
陽
市

小
嶋
完
作

内
田
　保

松
本
　保

山
本
優
作

結 果件　　　　名
石
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充
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榎
戸
陵
友

専決処分の承認を求めることについて
（南知多町税条例等の一部を改正する条
　例について）

議
案

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（南知多町都市計画税条例の一部を改正
する条例について）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（南知多町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例について）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（南知多町国民健康保険条例の一部を改
正する条例について）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（南知多町後期高齢者医療に関する条例
の一部を改正する条例について）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（令和２年度南知多町一般会計補正予算
（第２号））　　　　　　　　□←P5　

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（令和２年度南知多町一般会計補正予算
（第３号））　　　　　　　　□←P5　

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（令和２年度南知多町国民健康保険特別
　会計補正予算（第１号））　□←P5　

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度南知多町一般会計補正予算
（第４号）　　　　　　　　　□←P5 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度南知多町水道事業会計補正予
算（第１号）　　　　　　　　□←P5 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　　　　　　

５月臨時会５月臨時会
５月臨時議会は５月２８日の1日間の会期で開催し、「専決処分の承認を求めることについ
て（南知多町税条例の一部を改正する条例について）」始め議案１０件を審議し、承認・可決
しました。採決の結果は、以下のとおりです。

※　○は賛成、×は反対。議長（藤井満久）は採決に加わらない。

3 R2. 8. 1

町道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦について　３件 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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結 果件　　　　名
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

議
案

工事請負契約の締結について
（総合体育館吊天井耐震化及びＬＥＤ化
等工事）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育委員会委員の任命同意について　
２件 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について
（日間賀漁港漁港施設機能強化工事） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町長等の給与の特例に関する条例
の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町税条例の一部を改正する条例に
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町都市計画税条例の一部を改正す
る条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町国民健康保険税条例の一部を改
正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町消防団員等公務災害補償条例の
一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町子ども医療費支給条例の一部を
改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町母子家庭等医療費の支給に関す
る条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　○は賛成、×は反対。議長（藤井満久）は採決に加わらない。

６月定例会６月定例会
６月定例議会は６月11日から６月23日（13日間）の会期で開催し、「町道路線の認定につ
いて」始め議案20件を審議しました。初日は、「町道路線の認定について」始め９議案を可決
・同意。二日目は、一般質問に２議員が登壇。最終日は11議案を採決、６月23日に閉会しま
した。採決の結果は、以下のとおりです。
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結 果件　　　　名
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

専決処分の承認を求めることについて
（南知多町税条例等の一部を改正する条
　例について）

議
案

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（南知多町都市計画税条例の一部を改正
する条例について）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（南知多町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例について）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（南知多町国民健康保険条例の一部を改
正する条例について）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（南知多町後期高齢者医療に関する条例
の一部を改正する条例について）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（令和２年度南知多町一般会計補正予算
（第２号））　　　　　　　　□←P5　

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（令和２年度南知多町一般会計補正予算
（第３号））　　　　　　　　□←P5　

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（令和２年度南知多町国民健康保険特別
　会計補正予算（第１号））　□←P5　

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度南知多町一般会計補正予算
（第４号）　　　　　　　　　□←P5 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度南知多町水道事業会計補正予
算（第１号）　　　　　　　　□←P5 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　　　　　　

５月臨時会５月臨時会
５月臨時議会は５月２８日の1日間の会期で開催し、「専決処分の承認を求めることについ
て（南知多町税条例の一部を改正する条例について）」始め議案１０件を審議し、承認・可決
しました。採決の結果は、以下のとおりです。

※　○は賛成、×は反対。議長（藤井満久）は採決に加わらない。

3 R2. 8. 1

町道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦について　３件 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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結 果件　　　　名
石
黒
充
明

榎
戸
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友

議
案

工事請負契約の締結について
（総合体育館吊天井耐震化及びＬＥＤ化
等工事）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育委員会委員の任命同意について　
２件 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について
（日間賀漁港漁港施設機能強化工事） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町長等の給与の特例に関する条例
の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町税条例の一部を改正する条例に
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町都市計画税条例の一部を改正す
る条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町国民健康保険税条例の一部を改
正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町消防団員等公務災害補償条例の
一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町子ども医療費支給条例の一部を
改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町母子家庭等医療費の支給に関す
る条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　○は賛成、×は反対。議長（藤井満久）は採決に加わらない。

６月定例会６月定例会
６月定例議会は６月11日から６月23日（13日間）の会期で開催し、「町道路線の認定につ
いて」始め議案20件を審議しました。初日は、「町道路線の認定について」始め９議案を可決
・同意。二日目は、一般質問に２議員が登壇。最終日は11議案を採決、６月23日に閉会しま
した。採決の結果は、以下のとおりです。
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案

発
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南知多町障害者医療費支給条例の一部を
改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町精神障害者医療費支給条例の一
部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町介護保険条例の一部を改正する
条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度南知多町一般会計補正予算
（第５号）　　　　　　　　　□←P5 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度南知多町一般会計補正予算
（第６号）　 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町議会の議員の議員報酬等の特例
に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　　　　　　

※　○は賛成、×は反対。議長（藤井満久）は採決に加わらない。

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙が行われました
６月定例会において、町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙が行われ、次の方々が選ばれ

ました。任期は本年７月１５日から４年間となります。

【選挙管理委員会委員】

日比啓正さん（内海）、山下定治さん（豊丘）、石堂和重さん（師崎）

粕谷喜英さん（篠島）

【補充員】

吉澤保則さん（山海）、植田勝則さん（豊浜）、渡邉三郎さん（大井）

高瀬　彰さん（日間賀島）

　みなさん、よろしくお願いします。

5 R2. 8. 1

可決日

5月28日
可　決

6月23日
可　決

南知多町経済対策信用保証料補助事業

特別定額給付金給付事業

愛知県・南知多町新型コロナウイルス感染症対策協力金

子育て世帯への臨時特別給付金給付事業

国民健康保険及び後期高齢者医療傷病手当金給付事業

プレミアム付き地域振興券事業

温泉施設維持管理交付金交付事業

水道基本料金の減免

南知多町子育て支援特別定額給付金給付事業

保育所等給食費無償化事業

地域福祉サービス提供体制応援交付金交付事業

地域医療提供体制応援交付金交付事業（６月23日可決分含む）

観光感染症対策補助事業

離島救急患者搬送協力金交付事業

学校給食費無償化事業

学校給食食材費違約金支払事業

児童生徒１人１台タブレット整備事業

小中学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業

新型コロナウイルス感染症対策に係る物品購入事業（避難所・学校備品）

遺児手当受給対象者特別給付金給付事業

事業費（千円）

5,000 

1,760,320 

182,920 

20,000 

880 

85,634 

5,000 

73,457 

6,500 

6,747 

5,150 

9,850 

5,000 

500 

36,863 

1,694 

3,686 

27,703 

5,182 

1,260 

事業名

　令和２年５月臨時会及び６月定例会で、可決された主なコロナウイルス感染症
支援策をお伝えします。

新型コロナウイルス感染症対策支援一覧（抜粋）

総事業費２２億５０１万５千円の
補正予算を可決！
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南知多町障害者医療費支給条例の一部を
改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町精神障害者医療費支給条例の一
部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町介護保険条例の一部を改正する
条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度南知多町一般会計補正予算
（第５号）　　　　　　　　　□←P5 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度南知多町一般会計補正予算
（第６号）　 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町議会の議員の議員報酬等の特例
に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　　　　　　

※　○は賛成、×は反対。議長（藤井満久）は採決に加わらない。

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙が行われました
６月定例会において、町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙が行われ、次の方々が選ばれ

ました。任期は本年７月１５日から４年間となります。

【選挙管理委員会委員】

日比啓正さん（内海）、山下定治さん（豊丘）、石堂和重さん（師崎）

粕谷喜英さん（篠島）

【補充員】

吉澤保則さん（山海）、植田勝則さん（豊浜）、渡邉三郎さん（大井）

高瀬　彰さん（日間賀島）

　みなさん、よろしくお願いします。

5 R2. 8. 1

可決日

5月28日
可　決

6月23日
可　決

南知多町経済対策信用保証料補助事業

特別定額給付金給付事業

愛知県・南知多町新型コロナウイルス感染症対策協力金

子育て世帯への臨時特別給付金給付事業

国民健康保険及び後期高齢者医療傷病手当金給付事業

プレミアム付き地域振興券事業

温泉施設維持管理交付金交付事業

水道基本料金の減免

南知多町子育て支援特別定額給付金給付事業

保育所等給食費無償化事業

地域福祉サービス提供体制応援交付金交付事業

地域医療提供体制応援交付金交付事業（６月23日可決分含む）

観光感染症対策補助事業

離島救急患者搬送協力金交付事業

学校給食費無償化事業

学校給食食材費違約金支払事業

児童生徒１人１台タブレット整備事業

小中学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業

新型コロナウイルス感染症対策に係る物品購入事業（避難所・学校備品）

遺児手当受給対象者特別給付金給付事業

事業費（千円）

5,000 

1,760,320 

182,920 

20,000 

880 

85,634 

5,000 

73,457 

6,500 

6,747 

5,150 

9,850 

5,000 

500 

36,863 

1,694 

3,686 

27,703 

5,182 

1,260 

事業名

　令和２年５月臨時会及び６月定例会で、可決された主なコロナウイルス感染症
支援策をお伝えします。

新型コロナウイルス感染症対策支援一覧（抜粋）

総事業費２２億５０１万５千円の
補正予算を可決！
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◆
南
知
多
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
関
係
で
、
事
業

　
　
所
等
の
土
地
は
特
例
対
象
に

な
る
の
か
。

　
対
象
に
な
ら
な
い
。

　
令
和
２
年
２
月
か
ら
10
月
ま

　
　
で
の
任
意
の
３
か
月
間
と
は
、

連
続
で
な
く
て
よ
い
か
。

　
連
続
し
た
３
か
月
と
な
る
。

◆
南
知
多
町
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
勤
務
年
数
20
年
以
上
の
団
長

　
　
及
び
副
団
長
の
補
償
基
礎
額

の
改
定
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
補
償
基
礎
額
は
公
安
職
の
俸

　
　
給
表
を
基
に
算
出
し
て
お
り
、

そ
の
根
拠
と
な
る
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
に
お
い
て
、
対
象
と
な

る
号
給
に
改
定
が
な
か
っ
た
た
め

で
あ
る
。

　
補
償
基
礎
額
の
増
額
に
応
じ

　
　
て
掛
け
金
も
増
額
す
る
の
か
。

　
消
防
団
員
は
、
1
人
当
た
り

　
　
一
律
年
間
１
，
９
０
０
円
の

た
め
増
額
は
な
い
。

◆
南
知
多
町
子
ど
も
医
療
費
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
適
用
除
外
と
す
る
者
に
、
法

　
　
令
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
条

例
と
同
等
な
医
療
に
関
す
る
給
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

　
他
の
制
度
の
給
付
を
受
け
ら

　
　
れ
る
方
や
難
病
法
に
よ
る
医

療
な
ど
、他
の
公
費
に
よ
り
給
付
を

受
け
ら
れ
る
方
を
想
定
し
て
い
る
。

　
「
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額

　
　
の
算
定
方
法
」
を
「
診
療
報

酬
の
算
定
方
法
」
に
改
め
て
い
る

が
、
何
か
変
わ
る
の
か
。

　
内
容
に
変
更
は
な
い
。

◆
南
知
多
町
母
子
家
庭
等
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
受

　
　
給
資
格
者
の
範
囲
を
改
正
し

て
い
る
が
、
何
か
変
わ
る
の
か
。

　
医
療
支
援
給
付
を
受
け
ら
れ

　
　
る
中
国
残
留
邦
人
等
が
適
用

除
外
で
あ
る
こ
と
に
変
更
は
な
い
。

　
中
国
残
留
邦
人
等
の
適
用
除

　
　
外
に
つ
い
て
、
附
則
に
同
様

な
記
載
が
あ
る
が
、
削
除
し
な
く

て
い
い
の
か
。

　
附
則
の
記
載
は
、
経
過
措
置

　
　
の
規
定
で
あ
る
た
め
、
削
除

の
必
要
は
な
い
。

◆
南
知
多
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
料
軽
減
強
化
の
対

　
　
象
と
な
る
第
１
段
階
か
ら
第

３
段
階
の
被
保
険
者
は
何
名
い
る

か
。

　
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
に

　
　
お
い
て
、
第
１
段
階
の
方
が

１
，
０
９
４
名
、
第
２
段
階
の
方

が
５
２
９
名
、
第
３
段
階
の
方
が

３
６
５
名
の
合
計
１
，
９
８
８
名

で
あ
る
。

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
雇
用

　
　
条
件
は
何
か
。

　
一
日
７
時
間
で
週
５
日
の
戸

　
　
籍
住
民
係
に
勤
務
す
る
窓
口

事
務
で
あ
る
。

　
柔
道
整
復
師
に
対
す
る
地
域

　
　
医
療
提
供
体
制
応
援
交
付
金

の
周
知
や
申
請
方
法
を
ど
の
よ
う

に
行
う
予
定
か
。

　
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

　
　
掲
載
を
行
い
、
公
益
社
団
法

人
愛
知
県
柔
道
整
復
師
会
に
確
認

が
と
れ
て
い
る
町
内
の
接
骨
院
に

つ
い
て
は
個
別
に
周
知
し
、
申
請

方
法
を
説
明
す
る
。

委
員
会
ス
ポ
ッ
ト

委
員
会
ス
ポ
ッ
ト

条
例
関
係

予
算
関
係

問問問 答答答

問問 答答問 答

問問 答答答

問答問問 答

7 R2. 8. 1

　
加
湿
器
は
、
ど
の
教
室
に
設

　
　
置
す
る
の
か
。

　各
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に

　
　設
置
す
る
。

　
電
源
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
、
何

　
　
台
設
置
す
る
の
か
。

　設
置
台
数
は
、
各
学
校
で
異

　
　な
る
が
、
全
児
童
生
徒
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
が
一
度
に
充
電
可
能
な

台
数
を
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
「
関
係
人
口
創
出
・
拡
大
事

　
　
業
」
モ
デ
ル
事
業
講
師
等
報

償
の
内
訳
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　名
古
屋
圏
と
首
都
圏
で
事
業

　
　説
明
会
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
、
篠
島
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
合
計
12
回
分
の
講
師
、
運
営

ス
タ
ッ
フ
及
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

謝
金
並
び
に
講
師
等
の
旅
費
相
当

分
で
あ
る
。

一般質問

総務建設委員長
鈴木浩二

2
避難所の対策について
経済支援について

文教厚生委員長
石垣菊蔵

1

学校教育再開にむけて
ひとり親家庭の支援について
第２波の備えについて
高齢者世帯等の手助けを

　６月12日、新型コロナウイルス感染拡大防止を優先する執行部への負担に
配慮し、関連の質問を各委員長がそれぞれの委員の質問を取りまとめ委員長
代表質問を行いました。

ここが聞きたい！

議員発議 全員賛成で可決

「南知多町議会の議員の議員報酬等の特例に関する条例の制定について」
　新型コロナウイルス感染症の全国的な蔓延により、町内外の経済状況は、今
までになく厳しい状態にあるので、議長、副議長、常任委員長及び議員の議員
報酬及び期末手当を減額するため、新たに議案を上程し全員賛成で可決されま
した。

問答問問 答答
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◆
南
知
多
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
関
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で
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所
等
の
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は
特
例
対
象
に
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る
の
か
。

　
対
象
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。
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和
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年
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月
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10
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で
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の
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間
と
は
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連
続
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。

　
連
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す
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か
。

　
補
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給
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を
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算
出
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お
り
、

そ
の
根
拠
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な
る
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
に
お
い
て
、
対
象
と
な

る
号
給
に
改
定
が
な
か
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め

で
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る
。
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基
礎
額
の
増
額
に
応
じ

　
　
て
掛
け
金
も
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額
す
る
の
か
。

　
消
防
団
員
は
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1
人
当
た
り

　
　
一
律
年
間
１
，
９
０
０
円
の

た
め
増
額
は
な
い
。

◆
南
知
多
町
子
ど
も
医
療
費
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
適
用
除
外
と
す
る
者
に
、
法

　
　
令
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
条

例
と
同
等
な
医
療
に
関
す
る
給
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

　
他
の
制
度
の
給
付
を
受
け
ら

　
　
れ
る
方
や
難
病
法
に
よ
る
医

療
な
ど
、他
の
公
費
に
よ
り
給
付
を

受
け
ら
れ
る
方
を
想
定
し
て
い
る
。

　
「
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額

　
　
の
算
定
方
法
」
を
「
診
療
報

酬
の
算
定
方
法
」
に
改
め
て
い
る

が
、
何
か
変
わ
る
の
か
。

　
内
容
に
変
更
は
な
い
。

◆
南
知
多
町
母
子
家
庭
等
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
受

　
　
給
資
格
者
の
範
囲
を
改
正
し

て
い
る
が
、
何
か
変
わ
る
の
か
。

　
医
療
支
援
給
付
を
受
け
ら
れ

　
　
る
中
国
残
留
邦
人
等
が
適
用

除
外
で
あ
る
こ
と
に
変
更
は
な
い
。

　
中
国
残
留
邦
人
等
の
適
用
除

　
　
外
に
つ
い
て
、
附
則
に
同
様

な
記
載
が
あ
る
が
、
削
除
し
な
く

て
い
い
の
か
。

　
附
則
の
記
載
は
、
経
過
措
置

　
　
の
規
定
で
あ
る
た
め
、
削
除

の
必
要
は
な
い
。

◆
南
知
多
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
料
軽
減
強
化
の
対

　
　
象
と
な
る
第
１
段
階
か
ら
第

３
段
階
の
被
保
険
者
は
何
名
い
る

か
。

　
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
に

　
　
お
い
て
、
第
１
段
階
の
方
が

１
，
０
９
４
名
、
第
２
段
階
の
方

が
５
２
９
名
、
第
３
段
階
の
方
が

３
６
５
名
の
合
計
１
，
９
８
８
名

で
あ
る
。

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
雇
用

　
　
条
件
は
何
か
。

　
一
日
７
時
間
で
週
５
日
の
戸

　
　
籍
住
民
係
に
勤
務
す
る
窓
口

事
務
で
あ
る
。

　
柔
道
整
復
師
に
対
す
る
地
域

　
　
医
療
提
供
体
制
応
援
交
付
金

の
周
知
や
申
請
方
法
を
ど
の
よ
う

に
行
う
予
定
か
。

　
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

　
　
掲
載
を
行
い
、
公
益
社
団
法

人
愛
知
県
柔
道
整
復
師
会
に
確
認

が
と
れ
て
い
る
町
内
の
接
骨
院
に

つ
い
て
は
個
別
に
周
知
し
、
申
請

方
法
を
説
明
す
る
。

委
員
会
ス
ポ
ッ
ト

委
員
会
ス
ポ
ッ
ト

条
例
関
係

予
算
関
係

問問問 答答答

問問 答答問 答

問問 答答答

問答問問 答

7 R2. 8. 1

　
加
湿
器
は
、
ど
の
教
室
に
設

　
　
置
す
る
の
か
。

　各
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に

　
　設
置
す
る
。

　
電
源
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
、
何

　
　
台
設
置
す
る
の
か
。

　設
置
台
数
は
、
各
学
校
で
異

　
　な
る
が
、
全
児
童
生
徒
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
が
一
度
に
充
電
可
能
な

台
数
を
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
「
関
係
人
口
創
出
・
拡
大
事

　
　
業
」
モ
デ
ル
事
業
講
師
等
報

償
の
内
訳
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　名
古
屋
圏
と
首
都
圏
で
事
業

　
　説
明
会
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
、
篠
島
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
合
計
12
回
分
の
講
師
、
運
営

ス
タ
ッ
フ
及
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

謝
金
並
び
に
講
師
等
の
旅
費
相
当

分
で
あ
る
。

一般質問

総務建設委員長
鈴木浩二

2
避難所の対策について
経済支援について

文教厚生委員長
石垣菊蔵

1

学校教育再開にむけて
ひとり親家庭の支援について
第２波の備えについて
高齢者世帯等の手助けを

　６月12日、新型コロナウイルス感染拡大防止を優先する執行部への負担に
配慮し、関連の質問を各委員長がそれぞれの委員の質問を取りまとめ委員長
代表質問を行いました。

ここが聞きたい！

議員発議 全員賛成で可決

「南知多町議会の議員の議員報酬等の特例に関する条例の制定について」
　新型コロナウイルス感染症の全国的な蔓延により、町内外の経済状況は、今
までになく厳しい状態にあるので、議長、副議長、常任委員長及び議員の議員
報酬及び期末手当を減額するため、新たに議案を上程し全員賛成で可決されま
した。

問答問問 答答
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学
校
教
育
再
開
に
向
け
て

Q 学校教育再開に向けて方向性を示すこと
　 はできるか
A 中学校３年生、小学校６年生の思い出
　 づくりに可能な限りの学校行事を行う

一般質問

　
各
学
校
で
の
マ
ス
ク
の

　
　着
用
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
ま
た
、
備
蓄

は
あ
る
か
。

　
山
下
教
育
部
長

　
全
て
の
児
童
生
徒
及
び

教
職
員
は
、
原
則
、
教
室
内

で
は
マ
ス
ク
着
用
を
、
運
動

を
行
う
場
合
は
、
熱
中
症
等

の
リ
ス
ク
も
あ
り
マ
ス
ク
を

外
し
実
施
し
て
い
る
。
登
下

校
時
で
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

利
用
者
は
着
用
、
徒
歩
通
学

者
は
、
気
候
状
況
に
よ
り
脱

着
を
判
断
、
自
転
車
通
学
者

は
着
用
し
な
い
。
マ
ス
ク
の

備
蓄
に
つ
い
て
は
、
忘
れ
て

し
ま
っ
た
児
童
生
徒
用
に
全

体
で
約
５
，
５
０
０
枚
確
保

し
て
い
る
。

　
す
べ
て
の
教
室
に
消
毒

　
　液
の
配
置
は
で
き
て
い

る
か
。　山

下
教
育
部
長

　
　
流
水
に
よ
る
石
け
ん
で

の
丁
寧
な
手
洗
い
を
基
本
と

し
て
い
る
が
、
全
て
の
学
校

で
教
室
付
近
に
消
毒
液
も
配

置
し
て
い
る
。

　フ
ェ
ー
ス
ガ
ー
ド
に
つ

　
　い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　山
下
教
育
部
長

　
外
国
語
の
発
音
、
児
童

生
徒
が
音
楽
な
ど
で
使
用
す

る
ケ
ー
ス
な
ど
を
検
討
し
て

お
り
、
必
要
に
応
じ
購
入
を

考
え
て
い
る
。

　
各
学
校
の
受
け
入
れ
体

　
　制
や
環
境
整
備
も
含
め
、

保
護
者
、
児
童
生
徒
に
安
心

で
き
る
指
針
を
示
す
こ
と
は

で
き
る
か
。

　
山
下
教
育
部
長

　
各
小
中
学
校
で
は
、
基

本
的
な
感
染
対
策
を
継
続
す

る
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を

導
入
し
、
集
団
感
染
発
症
の

リ
ス
ク
を
避
け
な
が
ら
、
授

業
時
間
数
の
確
保
で
は
、
授

業
方
法
・
授
業
内
容
の
精
選
、

実
施
時
期
の
変
更
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
土
曜
日
活
用
や
７

時
間
授
業
は
行
わ
な
い
考
え

で
あ
る
。
学
校
行
事
は
原
則

実
施
す
る
方
向
で
準
備
し
て

い
る
。
ま
た
、
部
活
動
の
成

果
の
発
揮
の
場
も
町
独
自
の

開
催
を
決
定
し
て
い
る
。
次

に
各
種
の
課
外
授
業
、
大
会

等
学
校
行
事
も
一
部
中
止
は

あ
る
も
の
の
工
夫
し
て
極
力

実
施
で
き
る
よ
う
各
学
校
で

検
討
し
て
い
る
。
今
後
も
、

随
時
、
児
童
生
徒
や
保
護
者

へ
学
級
通
信
や
学
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
知
ら
せ
る
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
、

　
　具
体
的
な
衛
生
対
策
、

食
中
毒
対
策
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
か
。

　
山
下
教
育
部
長

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

職
員
及
び
調
理
員
は
、
出
勤

前
に
各
種
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

な
ど
水
際
で
の
感
染
防
止
を

徹
底
し
、
各
学
校
に
お
い
て

は
、
児
童
生
徒
の
配
膳
前
の

手
洗
い
、
配
席
な
ど
工
夫
し

て
い
る
。
ま
た
、
本
町
は
感

染
者
が
発
生
し
て
い
な
こ
と

か
ら
、
栄
養
摂
取
基
準
に
基

づ
い
た
通
常
給
食
の
提
供
と

学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に

基
づ
い
た
調
理
等
を
行
う
よ

う
改
め
て
徹
底
し
て
い
る
。

石垣　菊蔵議員

全校集会の様子

登校の様子
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第
２
波
の
備
え
に
つ
い
て

高
齢
者
世
帯
等
の
手
助
け
を

「新しい生活様式」を健康に！
（国のパンフレット）

一般質問

　
休
校
に
伴
い
仕
事
を
休

　
　
ま
ざ
る
を
得
な
く
、
厳

し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
た
、

ひ
と
り
親
家
庭
に
支
援
策
は

あ
る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

策
と
し
て
、
国
で
は
「
小
学

校
休
業
等
対
応
助
成
金
」
、

町
で
は
、
公
立
保
育
所
等
の

給
食
費
を
６
月
か
ら
12
月
ま

で
の
７
か
月
分
を
無
償
化
す

る
「
保
育
所
等
給
食
費
無
償

化
事
業
」
を
始
め
学
校
給
食

費
で
授
業
再
開
の
５
月
25
日

か
ら
12
月
22
日
分
ま
で
を
無

償
化
す
る
「
学
校
給
食
費
無

償
化
事
業
」
、
就
学
援
助
を

受
け
て
い
る
家
庭
を
支
援
す

る
「
就
学
援
助
事
業
」
、
子

ど
も
１
人
１
万
円
を
給
付
す

る
「
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
給
付
事
業
」
、

令
和
２
年
４
月
28
日
以
降
に

出
生
し
た
子
ど
も
を
対
象
に

10
万
円
を
支
給
す
る
「
南
知

多
町
子
育
て
支
援
特
別
定
額

給
付
金
給
付
事
業
」
が
あ
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
町
の

追
加
支
援
策
と
し
て
、
遺
児

手
当
を
受
給
し
て
い
る
対
象

児
童
１
人
に
つ
き
、
１
万
円

の
支
給
を
考
え
て
い
る
。

　
第
１
波
を
発
症
者
ゼ
ロ

　
　
で
乗
り
切
っ
た
経
験
を

踏
ま
え
、
第
２
波
が
発
生
し

た
場
合
に
本
町
独
自
の
対
応

策
を
構
築
す
べ
き
と
思
う
が
、

そ
の
準
備
を
し
て
い
る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
本
町
で
は
、
国
や
県
の

不
要
不
急
の
外
出
自
粛
要
請

を
受
け
町
民
の
理
解
あ
る
協

力
の
も
と
、
感
染
者
は
一
人

も
発
生
し
て
い
な
い
。
再
度

の
感
染
拡
大
の
波
が
発
生
す

る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
国
や
県
と
連
携

し
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て

き
た
対
応
や
経
験
を
生
か
し
、

状
況
に
応
じ
た
感
染
拡
大
防

止
の
準
備
を
進
め
る
。

　
国
や
県
か
ら
の
各
種
支

　
　
援
金
・
給
付
金
の
申
請

に
つ
い
て
、
高
齢
者
世
帯
や

障
が
い
者
世
帯
な
ど
困
難
な

人
へ
の
手
助
け
を
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
そ
の
実
情
に
応
じ
、
き

め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
。
特
に
す
べ

て
の
方
が
該
当
す
る
特
別
定

額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
申

請
状
況
を
確
認
し
、
未
申
請

で
あ
れ
ば
担
当
部
署
と
の
連

携
を
図
り
民
生
委
員
の
方
な

ど
の
協
力
を
お
願
い
し
、
戸

別
訪
問
も
視
野
に
入
れ
支
援

し
て
い
く
。

　
サ
ロ
ン
な
ど
高
齢
者
が

　
　
集
う
機
会
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
新
し
い
生

活
様
式
を
踏
ま
え
、
今
後
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
各
種
の
集
会
や
活
動
を

中
止
又
は
延
期
し
た
結
果
、

運
動
機
能
の
低
下
や
認
知
症

の
リ
ス
ク
に
つ
な
が
る
こ
と

が
心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
は
、
自
宅
に
い
な
が
ら

気
軽
に
で
き
る
介
護
予
防
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
情
報
を
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
発
信
し
て
い
る
。
今
後

は
、
町
広
報
紙
な
ど
を
通
じ

て
、
新
し
い
生
活
様
式
の
周

知
と
、
段
階
的
に
高
齢
者
が

集
う
サ
ロ
ン
な
ど
が
再
開
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

学校再開後の授業風景

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援

に
つ
い
て

問

問

問

答

答

問答

答
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山
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児
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生
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及
び

教
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は
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内

で
は
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を
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運
動

を
行
う
場
合
は
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中
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等

の
リ
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も
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を

外
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実
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し
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る
。
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下
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時
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利
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者
は
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用
、
徒
歩
通
学
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は
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気
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状
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に
よ
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を
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、
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転
車
通
学
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は
着
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し
な
い
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マ
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の

備
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に
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い
て
は
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し
ま
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児
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生
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用
に
全
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で
約
５
，
５
０
０
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確
保

し
て
い
る
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す
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て
の
教
室
に
消
毒

　
　液
の
配
置
は
で
き
て
い

る
か
。　山

下
教
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部
長

　
　
流
水
に
よ
る
石
け
ん
で

の
丁
寧
な
手
洗
い
を
基
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と
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が
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の
学
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で
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付
近
に
消
毒
液
も
配
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て
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る
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ェ
ー
ス
ガ
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ド
に
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て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
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　山
下
教
育
部
長

　
外
国
語
の
発
音
、
児
童

生
徒
が
音
楽
な
ど
で
使
用
す

る
ケ
ー
ス
な
ど
を
検
討
し
て

お
り
、
必
要
に
応
じ
購
入
を

考
え
て
い
る
。

　
各
学
校
の
受
け
入
れ
体

　
　制
や
環
境
整
備
も
含
め
、

保
護
者
、
児
童
生
徒
に
安
心

で
き
る
指
針
を
示
す
こ
と
は

で
き
る
か
。

　
山
下
教
育
部
長

　
各
小
中
学
校
で
は
、
基

本
的
な
感
染
対
策
を
継
続
す

る
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を

導
入
し
、
集
団
感
染
発
症
の

リ
ス
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を
避
け
な
が
ら
、
授

業
時
間
数
の
確
保
で
は
、
授
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方
法
・
授
業
内
容
の
精
選
、

実
施
時
期
の
変
更
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
土
曜
日
活
用
や
７

時
間
授
業
は
行
わ
な
い
考
え

で
あ
る
。
学
校
行
事
は
原
則

実
施
す
る
方
向
で
準
備
し
て

い
る
。
ま
た
、
部
活
動
の
成

果
の
発
揮
の
場
も
町
独
自
の

開
催
を
決
定
し
て
い
る
。
次

に
各
種
の
課
外
授
業
、
大
会

等
学
校
行
事
も
一
部
中
止
は

あ
る
も
の
の
工
夫
し
て
極
力

実
施
で
き
る
よ
う
各
学
校
で

検
討
し
て
い
る
。
今
後
も
、

随
時
、
児
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徒
や
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者

へ
学
級
通
信
や
学
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
知
ら
せ
る
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
、

　
　具
体
的
な
衛
生
対
策
、

食
中
毒
対
策
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
か
。

　
山
下
教
育
部
長

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

職
員
及
び
調
理
員
は
、
出
勤

前
に
各
種
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

な
ど
水
際
で
の
感
染
防
止
を

徹
底
し
、
各
学
校
に
お
い
て

は
、
児
童
生
徒
の
配
膳
前
の

手
洗
い
、
配
席
な
ど
工
夫
し

て
い
る
。
ま
た
、
本
町
は
感

染
者
が
発
生
し
て
い
な
こ
と

か
ら
、
栄
養
摂
取
基
準
に
基

づ
い
た
通
常
給
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の
提
供
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学
校
給
食
衛
生
管
理
基
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に
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づ
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調
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よ
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齢
者
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の
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を
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（国のパンフレット）

一般質問

　
休
校
に
伴
い
仕
事
を
休

　
　
ま
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る
を
得
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く
、
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し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
た
、

ひ
と
り
親
家
庭
に
支
援
策
は

あ
る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

策
と
し
て
、
国
で
は
「
小
学

校
休
業
等
対
応
助
成
金
」
、

町
で
は
、
公
立
保
育
所
等
の

給
食
費
を
６
月
か
ら
12
月
ま

で
の
７
か
月
分
を
無
償
化
す

る
「
保
育
所
等
給
食
費
無
償

化
事
業
」
を
始
め
学
校
給
食

費
で
授
業
再
開
の
５
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か
ら
12
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で
を
無
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る
「
学
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食
費
無
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」
、
就
学
援
助
を

受
け
て
い
る
家
庭
を
支
援
す

る
「
就
学
援
助
事
業
」
、
子

ど
も
１
人
１
万
円
を
給
付
す

る
「
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
給
付
事
業
」
、

令
和
２
年
４
月
28
日
以
降
に

出
生
し
た
子
ど
も
を
対
象
に

10
万
円
を
支
給
す
る
「
南
知

多
町
子
育
て
支
援
特
別
定
額

給
付
金
給
付
事
業
」
が
あ
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
町
の

追
加
支
援
策
と
し
て
、
遺
児

手
当
を
受
給
し
て
い
る
対
象

児
童
１
人
に
つ
き
、
１
万
円

の
支
給
を
考
え
て
い
る
。

　
第
１
波
を
発
症
者
ゼ
ロ

　
　
で
乗
り
切
っ
た
経
験
を

踏
ま
え
、
第
２
波
が
発
生
し

た
場
合
に
本
町
独
自
の
対
応

策
を
構
築
す
べ
き
と
思
う
が
、

そ
の
準
備
を
し
て
い
る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
本
町
で
は
、
国
や
県
の

不
要
不
急
の
外
出
自
粛
要
請

を
受
け
町
民
の
理
解
あ
る
協

力
の
も
と
、
感
染
者
は
一
人

も
発
生
し
て
い
な
い
。
再
度

の
感
染
拡
大
の
波
が
発
生
す

る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
国
や
県
と
連
携

し
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て

き
た
対
応
や
経
験
を
生
か
し
、

状
況
に
応
じ
た
感
染
拡
大
防

止
の
準
備
を
進
め
る
。

　
国
や
県
か
ら
の
各
種
支

　
　
援
金
・
給
付
金
の
申
請

に
つ
い
て
、
高
齢
者
世
帯
や

障
が
い
者
世
帯
な
ど
困
難
な

人
へ
の
手
助
け
を
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
そ
の
実
情
に
応
じ
、
き

め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
。
特
に
す
べ

て
の
方
が
該
当
す
る
特
別
定

額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
申

請
状
況
を
確
認
し
、
未
申
請

で
あ
れ
ば
担
当
部
署
と
の
連

携
を
図
り
民
生
委
員
の
方
な

ど
の
協
力
を
お
願
い
し
、
戸

別
訪
問
も
視
野
に
入
れ
支
援

し
て
い
く
。

　
サ
ロ
ン
な
ど
高
齢
者
が

　
　
集
う
機
会
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
新
し
い
生

活
様
式
を
踏
ま
え
、
今
後
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
各
種
の
集
会
や
活
動
を

中
止
又
は
延
期
し
た
結
果
、

運
動
機
能
の
低
下
や
認
知
症

の
リ
ス
ク
に
つ
な
が
る
こ
と

が
心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
は
、
自
宅
に
い
な
が
ら

気
軽
に
で
き
る
介
護
予
防
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
情
報
を
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
発
信
し
て
い
る
。
今
後

は
、
町
広
報
紙
な
ど
を
通
じ

て
、
新
し
い
生
活
様
式
の
周

知
と
、
段
階
的
に
高
齢
者
が

集
う
サ
ロ
ン
な
ど
が
再
開
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

学校再開後の授業風景

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援

に
つ
い
て

問

問

問

答

答

問答

答
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避
難
所
の
対
策
に
つ
い
て

経
済
支
援
に
つ
い
て

Q 観光庁のＧoToキャンペーンには
　 どう対応するか
A 観光協会等と連携し、地域外から
　の需要を獲得する

一般質問

　
密
集
を
避
け
る
た
め
、

　
　
指
定
避
難
所
を
増
設
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
学
校

の
教
室
を
使
用
す
る
こ
と
や

ホ
テ
ル
・
旅
館
と
提
携
す
る

こ
と
は
可
能
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
災
害
に
よ
る
影
響
が
比

較
的
少
な
く
、
安
全
性
の
高

い
公
共
施
設
の
ほ
と
ん
ど
が
、

既
に
避
難
所
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
さ
ら

に
新
た
な
避
難
所
を
増
設
す

る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ

る
。そ

こ
で
、
状
況
に
応
じ
て
、

施
設
内
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を

活
用
す
る
こ
と
や
、
通
常
の

開
設
施
設
に
加
え
て
学
校
な

ど
に
も
避
難
所
を
開
設
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
。

ホ
テ
ル
や
旅
館
等
の
施
設

を
避
難
所
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
本
町
で
は
、

民
間
宿
泊
施
設
と
の
防
災
協

定
を
１
件
締
結
し
て
い
る
が
、

協
定
施
設
を
増
や
す
こ
と
を

検
討
す
る
。

　
避
難
所
で
の
感
染
対
策

　
　
に
伴
い
、
避
難
所
運
営

に
お
け
る
対
応
人
員
の
追
加

は
必
要
と
な
る
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
災
害
の
状
況
や
感
染
症

の
拡
大
リ
ス
ク
等
に
よ
り
、

開
設
す
る
避
難
所
を
拡
大
し

た
場
合
な
ど
、
各
避
難
所
の

運
営
に
当
た
る
職
員
や
保
健

師
な
ど
の
人
員
に
不
足
を
生

じ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

避
難
所
の
開
設
・
運
営
に
は
、

行
政
に
よ
る
公
助
に
加
え
、

自
主
防
災
会
を
始
め
と
す
る

地
域
の
共
助
、
住
民
一
人
ひ

と
り
の
自
助
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
自
宅
で
の
在
宅
避
難
な

ど
の
方
法
と
合
わ
せ
て
周
知

し
て
い
く
。

　
マ
ス
ク
、
消
毒
液
等
の

　
　
物
資
を
町
、
地
区
、
自

主
防
災
会
な
ど
の
備
蓄
品
に

追
加
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

ま
た
、
物
資
の
追
加
が
必
要

と
な
る
場
合
、
購
入
費
用
の

補
助
は
可
能
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
本
町
で
は
、
避
難
所
備

蓄
品
と
し
て
マ
ス
ク
、
消
毒

液
、
避
難
者
の
体
調
管
理
の

た
め
の
非
接
触
型
の
体
温
計

や
間
仕
切
り
用
の
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
、
避
難
者
の
接
触
を

避
け
る
避
難
用
テ
ン
ト
や
簡

易
ベ
ッ
ド
な
ど
の
購
入
を
予

定
し
て
い
る
。
各
ご
家
庭
に

対
し
て
、
非
常
時
に
必
要
な

マ
ス
ク
な
ど
の
物
資
の
備
蓄

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
避

難
時
に
は
携
行
し
て
い
た
だ

く
よ
う
周
知
す
る
。
マ
ス
ク
、

消
毒
液
等
の
感
染
症
対
策
物

資
の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
防

災
、
災
害
応
急
対
策
に
必
要

な
資
機
材
と
し
て
、
自
主
防

災
組
織
を
対
象
と
し
た
町
の

補
助
制
度
が
利
用
で
き
る
。

　
全
国
の
自
治
体
に
お
い

　
　
て
住
民
か
ら
の
寄
付
を

募
り
、
医
療
従
事
者
へ
の
支

援
な
ど
の
対
策
事
業
に
充
て

る
基
金
の
創
設
が
相
次
い
で

い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
同

様
の
基
金
を
創
設
す
る
予
定

は
あ
る
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
今
後
、
感
染
の
状
況
、

国
の
対
応
の
動
向
な
ど
も
注

視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

鈴木　浩二議員

日間賀島防災センター

休
業
要
請
の
張
り
紙

問問 答

問答

問答

答
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一般質問

　
長
く
続
い
た
自
粛
生
活

　
　
の
反
動
と
し
て
、
本
町

で
は
観
光
客
の
増
加
が
予
想

さ
れ
、
景
気
回
復
と
し
て
期

待
で
き
る
が
、
感
染
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
の
対
策
を
行
う
予

定
は
あ
る
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
観
光
業
に
お
い
て
は
県

の
感
染
拡
大
予
防
対
策
指
針

や
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
営
業
し
て
い
る
が
、
町
に

お
い
て
は
そ
の
支
援
策
と
し

て
、
町
観
光
協
会
を
通
じ
、

消
毒
液
や
マ
ス
ク
等
の
衛
生

用
品
の
購
入
等
に
要
す
る
費

用
を
補
助
す
る
観
光
感
染
症

対
策
補
助
事
業
を
実
施
し
、

観
光
客
及
び
従
業
員
の
安
全

確
保
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

特
に
こ
れ
か
ら
来
客
が
見
込

ま
れ
る
海
水
浴
場
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
開
設
す
る
方
向

で
検
討
を
重
ね
て
い
る
が
、

開
設
す
る
場
合
に
は
、
町
と

観
光
協
会
で
「
海
水
浴
場
等

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成

し
、
感
染
症
予
防
対
策
に
努

め
て
い
く
。

　
国
の
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ

　
　
ン
ペ
ー
ン
」
に
伴
い
、

町
と
し
て
適
時
適
所
へ
の
予

算
投
入
を
考
え
て
い
る
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
現
在
、
未
確
定
な
部
分

も
あ
る
が
、
旅
行
商
品
の
購

入
者
に
対
し
、
代
金
の
二
分

の
一
相
当
分
の
割
引
を
す
る

な
ど
、
国
を
挙
げ
て
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
地
域
産
品
、
飲
食
、

施
設
な
ど
の
利
用
も
で
き
、

多
く
の
経
済
効
果
が
見
込
ま

れ
る
が
、
制
度
上
「
Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
は
、

町
が
直
接
、
関
わ
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、

観
光
協
会
等
と
連
携
し
、
情

報
発
信
・
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に

行
い
、
地
域
外
か
ら
の
需
要

の
獲
得
を
図
っ
て
い
く
。
適

時
適
所
へ
の
予
算
投
入
に
つ

い
て
は
、
既
存
予
算
に
お
い

て
実
施
を
中
断
し
て
い
た
観

光
宣
伝
に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ

ス
ポ
ッ
ト
を
放
送
す
る
と
と

も
に
、
観
光
情
報
誌
を
作
成

し
、
県
内
外
か
ら
の
積
極
的

な
観
光
宣
伝
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
県
に
お
い
て
、
観
光

消
費
需
要
喚
起
事
業
と
し
て

新
た
に
４
億
３
千
万
円
を
予

算
計
上
し
、
観
光
消
費
喚
起

事
業
、
観
光
誘
客
地
域
活
動

事
業
、
観
光
物
産
販
売
支
援

事
業
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
町
と
し
て
は
県
と
歩

調
を
合
わ
せ
、
こ
の
事
業
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。

自粛期間中に押し寄せた車

問

答 問

答



10R2. 8. 1

避
難
所
の
対
策
に
つ
い
て

経
済
支
援
に
つ
い
て

Q 観光庁のＧoToキャンペーンには
　 どう対応するか
A 観光協会等と連携し、地域外から
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を
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、

　
　
指
定
避
難
所
を
増
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て
は
ど
う
か
。
ま
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、
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の
教
室
を
使
用
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る
こ
と
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・
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提
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は
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中
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に
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が
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の
高
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で
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、
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の
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を
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と
や
、
通
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ど
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の
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を
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る
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、
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に
伴
い
、
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運
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る
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の
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は
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と
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と
り
の
自
助
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
自
宅
で
の
在
宅
避
難
な

ど
の
方
法
と
合
わ
せ
て
周
知

し
て
い
く
。

　
マ
ス
ク
、
消
毒
液
等
の

　
　
物
資
を
町
、
地
区
、
自

主
防
災
会
な
ど
の
備
蓄
品
に

追
加
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

ま
た
、
物
資
の
追
加
が
必
要

と
な
る
場
合
、
購
入
費
用
の

補
助
は
可
能
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
本
町
で
は
、
避
難
所
備

蓄
品
と
し
て
マ
ス
ク
、
消
毒

液
、
避
難
者
の
体
調
管
理
の

た
め
の
非
接
触
型
の
体
温
計

や
間
仕
切
り
用
の
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
、
避
難
者
の
接
触
を

避
け
る
避
難
用
テ
ン
ト
や
簡

易
ベ
ッ
ド
な
ど
の
購
入
を
予

定
し
て
い
る
。
各
ご
家
庭
に

対
し
て
、
非
常
時
に
必
要
な

マ
ス
ク
な
ど
の
物
資
の
備
蓄

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
避

難
時
に
は
携
行
し
て
い
た
だ

く
よ
う
周
知
す
る
。
マ
ス
ク
、

消
毒
液
等
の
感
染
症
対
策
物

資
の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
防

災
、
災
害
応
急
対
策
に
必
要

な
資
機
材
と
し
て
、
自
主
防

災
組
織
を
対
象
と
し
た
町
の

補
助
制
度
が
利
用
で
き
る
。

　
全
国
の
自
治
体
に
お
い

　
　
て
住
民
か
ら
の
寄
付
を

募
り
、
医
療
従
事
者
へ
の
支

援
な
ど
の
対
策
事
業
に
充
て

る
基
金
の
創
設
が
相
次
い
で

い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
同

様
の
基
金
を
創
設
す
る
予
定

は
あ
る
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
今
後
、
感
染
の
状
況
、
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ど
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検
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一般質問

　
長
く
続
い
た
自
粛
生
活

　
　
の
反
動
と
し
て
、
本
町

で
は
観
光
客
の
増
加
が
予
想

さ
れ
、
景
気
回
復
と
し
て
期

待
で
き
る
が
、
感
染
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
の
対
策
を
行
う
予

定
は
あ
る
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
観
光
業
に
お
い
て
は
県

の
感
染
拡
大
予
防
対
策
指
針

や
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
営
業
し
て
い
る
が
、
町
に

お
い
て
は
そ
の
支
援
策
と
し

て
、
町
観
光
協
会
を
通
じ
、

消
毒
液
や
マ
ス
ク
等
の
衛
生

用
品
の
購
入
等
に
要
す
る
費

用
を
補
助
す
る
観
光
感
染
症

対
策
補
助
事
業
を
実
施
し
、

観
光
客
及
び
従
業
員
の
安
全

確
保
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

特
に
こ
れ
か
ら
来
客
が
見
込

ま
れ
る
海
水
浴
場
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
開
設
す
る
方
向

で
検
討
を
重
ね
て
い
る
が
、

開
設
す
る
場
合
に
は
、
町
と

観
光
協
会
で
「
海
水
浴
場
等

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成

し
、
感
染
症
予
防
対
策
に
努

め
て
い
く
。

　
国
の
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ

　
　
ン
ペ
ー
ン
」
に
伴
い
、

町
と
し
て
適
時
適
所
へ
の
予

算
投
入
を
考
え
て
い
る
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
現
在
、
未
確
定
な
部
分

も
あ
る
が
、
旅
行
商
品
の
購

入
者
に
対
し
、
代
金
の
二
分

の
一
相
当
分
の
割
引
を
す
る

な
ど
、
国
を
挙
げ
て
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
地
域
産
品
、
飲
食
、

施
設
な
ど
の
利
用
も
で
き
、

多
く
の
経
済
効
果
が
見
込
ま

れ
る
が
、
制
度
上
「
Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
は
、

町
が
直
接
、
関
わ
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、

観
光
協
会
等
と
連
携
し
、
情

報
発
信
・
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に

行
い
、
地
域
外
か
ら
の
需
要

の
獲
得
を
図
っ
て
い
く
。
適

時
適
所
へ
の
予
算
投
入
に
つ

い
て
は
、
既
存
予
算
に
お
い

て
実
施
を
中
断
し
て
い
た
観

光
宣
伝
に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ

ス
ポ
ッ
ト
を
放
送
す
る
と
と

も
に
、
観
光
情
報
誌
を
作
成

し
、
県
内
外
か
ら
の
積
極
的

な
観
光
宣
伝
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
県
に
お
い
て
、
観
光

消
費
需
要
喚
起
事
業
と
し
て

新
た
に
４
億
３
千
万
円
を
予

算
計
上
し
、
観
光
消
費
喚
起

事
業
、
観
光
誘
客
地
域
活
動

事
業
、
観
光
物
産
販
売
支
援

事
業
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
町
と
し
て
は
県
と
歩

調
を
合
わ
せ
、
こ
の
事
業
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。

自粛期間中に押し寄せた車

問

答 問

答
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一般質問

　高
橋
教
育
長

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
度

重
な
る
臨
時
休
校
で
、
子
ど

も
た
ち
の
大
切
な
学
校
生
活

の
時
間
が
大
き
く
奪
わ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

私
た
ち
大
人
が
す
べ
き
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

の
大
切
な
時
間
を
取
り
戻
し
、

今
後
、
可
能
な
限
り
本
来
の

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。南

知
多
町
は
現
時
点
で
は
、

土
曜
日
の
授
業
や
冬
休
み
中

の
補
習
な
ど
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

昨
年
度
末
の
授
業
内
容
不

足
分
は
、
臨
時
休
校
中
の
分

散
登
校
や
家
庭
学
習
に
よ
っ

て
か
な
り
取
り
戻
せ
て
お
り
、

５
月
中
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の

学
校
で
昨
年
度
の
学
習
内
容

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
新

学
年
の
内
容
を
学
習
し
て
い

ま
す
。

本
来
、
今
年
度
８
月
末
ま

で
に
予
定
さ
れ
て
い
た
授
業

日
は
、
小
中
学
校
で
若
干
の

違
い
は
あ
り
ま
す
が
71
日
で

す
。
こ
れ
を
５
月
25
日
か
ら

の
通
常
授
業
再
開
に
よ
っ
て
、

60
日
が
確
保
で
き
ま
し
た
。

従
っ
て
、
単
純
に
授
業
日
だ

け
で
考
え
る
と
11
日
分
の
不

足
で
す
。
合
わ
せ
て
、
年
度

当
初
に
行
っ
て
い
る
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
身
体
測
定
、

学
級
づ
く
り
、
校
内
学
力
テ

ス
ト
な
ど
は
分
散
登
校
や
一

斉
登
校
時
に
進
め
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
家
庭
訪
問
は

臨
時
休
校
中
に
行
い
、
全
学

校
で
行
事
を
精
選
し
、
中
学

校
で
は
１
学
期
中
間
テ
ス
ト

を
止
め
る
な
ど
、
授
業
日
に

し
て
９
日
分
程
度
取
り
戻
せ

て
い
ま
す
。
残
り
は
、
授
業

の
中
で
学
習
活
動
の
重
点
化

を
進
め
、
授
業
内
容
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
演
習
問

題
を
家
庭
学
習
に
す
る
な
ど
、

授
業
と
家
庭
学
習
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
、
２
学
期
末
ま

で
に
は
学
習
内
容
を
十
分
回

復
で
き
る
見
込
み
で
す
。

従
い
ま
し
て
、
現
時
点
で

の
補
習
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ

て
は
、
変
更
が
あ
り
え
ま
す
。

今
回
、
こ
の
よ
う
な
対
応

が
で
き
て
お
り
ま
す
の
も
、

臨
時
休
校
中
に
再
開
後
の
学

習
計
画
を
進
め
て
い
た
だ
い

た
教
職
員
の
皆
さ
ん
、
い
ち

早
く
給
食
再
開
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
た
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員
の
皆
さ
ん
や
各
校
の

給
食
配
膳
員
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
。
そ
し
て
、
登
下

校
の
時
に
は
、
地
域
の
方
々

が
見
守
り
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
中
学
生
の
皆
さ
ん

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
皆

さ
ん
の
こ
と
を
見
守
っ
て
い

ま
す
。
不
安
な
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
ま

り
考
え
す
ぎ
ず
、
と
に
か
く

自
分
を
伸
ば
す
た
め
の
努
力

を
続
け
て
く
だ
さ
い
。
い
つ

も
の
年
に
比
べ
る
と
、
宿
題

が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

授
業
の
進
め
方
が
や
や
早
か
っ

た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
予
習
や
復
習
な
ど
、
家

で
の
勉
強
を
し
っ
か
り
し
て
、

自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
に
集

中
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

み
ん
な
で
遅
れ
を
取
り
戻
し

ま
し
ょ
う
。

保
護
者
の
皆
様

不
安
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
ま
ず
、
ご
自

宅
で
お
子
さ
ん
の
話
を
よ
く

聴
い
て
、
見
守
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
ご
心
配
な
こ
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
や
教
育
委
員

会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
、

「
リ
ス
ク
ゼ
ロ
」
を
考
え
る

な
ら
ば
、
修
学
旅
行
や
林
間

学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
通
常
の

学
校
生
活
も
で
き
ま
せ
ん
。

感
染
リ
ス
ク
を
極
力
抑
え
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
学
び
を
保
障
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
も
、
保
護
者
の
皆

様
に
は
引
き
続
き
お
子
さ
ん

の
健
康
観
察
を
続
け
て
い
た

だ
き
、
「
体
調
の
思
わ
し
く

な
い
状
態
で
は
登
校
さ
せ
な

い
」
と
い
う
点
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
夏
は
初
め
て
、
子

ど
も
た
ち
が
、
暑
い
中
で
の

登
下
校
や
学
校
生
活
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域

の
皆
様
も
、
子
ど
も
た
ち
を

見
守
り
、
声
か
け
を
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

来
年
３
月
、
特
に
小
学
校

６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
の

皆
さ
ん
が
、
「
南
知
多
町
の

学
校
に
通
っ
て
い
て
よ
か
っ

た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
に

対
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

答
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一般質問

　
石
黒
町
長

私
共
は
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威

に
対
し
、
国
や
県
と
共
に
感

染
症
拡
大
防
止
を
第
一
に
、

町
民
の
皆
様
に
は
外
出
自
粛

を
、
本
町
に
お
越
し
く
だ
さ

る
皆
様
に
は
来
町
自
粛
の
呼

び
か
け
を
す
る
な
ど
、
影
響

を
受
け
る
関
係
者
の
皆
様
と

話
し
合
い
、
我
慢
も
し
て
頂

き
な
が
ら
、
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
ま
で
幸
い
に
も
、
本

町
で
は
一
人
の
感
染
者
を
出

す
こ
と
な
く
過
ご
せ
て
い
る

こ
と
も
、
一
重
に
町
民
一
人

ひ
と
り
が
、
し
っ
か
り
こ
の

感
染
症
対
策
に
取
り
組
ん
で

頂
い
て
い
る
お
か
げ
と
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
支
援
に
つ
い
て
の

考
え
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
段
階
で
必
要
な
支
援
は

「
生
活
や
事
業
活
動
の
継
続
」

を
目
的
と
す
る
支
援
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
考

え
を
前
提
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
を

３
つ
の
視
点
（
１
つ
は
感
染

症
対
策
、
２
つ
に
生
活
対
策
、

３
つ
目
が
経
済
対
策
）
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
も
っ
て

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１
　
感
染
症
対
策

【
目
的
】
生
命
と
健
康
を
守

る
医
療
と
保
健
サ
ー
ビ
ス
の

体
制
の
確
保
と
、
感
染
症
の

克
服
。

感
染
リ
ス
ク
の
高
い
状
況

下
に
あ
る
医
療
従
事
者
等
へ

の
応
援
金
を
、
交
付
す
る
事

業
で
、
次
は
、
介
護
や
障
害

を
持
つ
人
に
近
く
で
寄
り
添

い
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
す

る
法
人
に
、
応
援
金
を
交
付

す
る
事
業
、
そ
し
て
、
観
光

客
や
観
光
客
に
接
す
る
方
々

を
感
染
症
か
ら
守
る
た
め
の

補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
、

最
後
に
、
緊
急
事
態
宣
言
中

に
患
者
を
搬
送
し
て
い
た
だ

い
た
海
上
運
送
事
業
者
の
方

へ
協
力
金
を
交
付
す
る
事
業

の
４
事
業
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

２
　
生
活
対
策

【
目
的
】
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
町

民
生
活
の
支
援
。

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
や

保
育
所
等
に
通
う
幼
児
の
、

保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
年
内
の
給
食
費
を
無
償

に
す
る
、
学
校
と
保
育
所
等

の
給
食
費
無
償
化
事
業
で
ご

ざ
い
ま
す
。
次
に
、
国
の
特

別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
の

基
準
日
後
で
、
本
年
度
中
に

生
ま
れ
た
子
供
の
親
に
10
万

円
を
支
給
す
る
事
業
、
そ
し

て
最
後
に
、
水
道
利
用
者
に

水
道
の
基
本
料
金
６
か
月
分

を
無
償
に
し
、
生
活
や
事
業

の
支
援
を
す
る
事
業
の
４
事

業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

３
　
経
済
対
策

【
目
的
】
大
き
な
打
撃
を
受

け
て
い
る
地
域
の
産
業
を
支

え
、
事
業
の
継
続
を
支
援
。

４
月
１
日
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
・
融

資
支
援
と
し
て
信
用
保
証
料

の
補
助
金
の
枠
を
広
げ
た
、

町
経
済
対
策
信
用
保
証
料
・

補
助
事
業
の
創
設
を
い
た
し

ま
し
た
。
そ
し
て
４
月
16
日

に
は
、
県
の
休
業
要
請
に
応

じ
、
決
め
ら
れ
た
期
間
中
休

業
等
の
協
力
を
し
た
中
小
企

業
、
個
人
事
業
主
に
、
協
力

金
50
万
円
を
交
付
す
る
事
業

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

事
業
の
財
源
は
県
と
町
が
折

半
す
る
も
の
で
、
本
町
は
、

中
小
零
細
企
業
や
個
人
事
業

が
殆
ど
で
、
か
つ
事
業
所
の

数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
結
果

と
し
て
、
今
の
段
階
で
の
経

済
対
策
と
し
て
は
、
一
番
大

き
な
支
援
額
の
事
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。
次
に
、
本
町
独

自
の
経
済
対
策
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
特
に
影
響
の
著
し

い
町
内
飲
食
店
、
宿
泊
施
設

に
、
町
民
、
行
政
、
各
種
団

体
が
一
体
と
な
り
、
１
万
円

の
食
事
・
宿
泊
券
を
５
千
円

で
販
売
し
支
援
す
る
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
地
域
振
興
券
事

業
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

本
町
の
観
光
に
重
要
な
温
泉

の
源
泉
施
設
維
持
と
入
湯
税

徴
収
事
業
者
の
負
担
軽
減
の

た
め
交
付
金
を
交
付
す
る
、

温
泉
施
設
維
持
管
理
交
付
金

交
付
事
業
、
最
後
に
、
学
校

を
臨
時
休
校
と
し
た
期
間
の

給
食
食
材
費
に
つ
き
、
発
注

解
約
に
よ
る
違
約
金
を
支
払

う
こ
と
に
よ
り
、
安
定
的
に

給
食
食
材
を
納
入
で
き
る
よ

う
納
入
事
業
者
を
支
援
す
る
、

学
校
給
食
食
材
費
違
約
金
支

払
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

以
上
、
６
月
定
例
議
会
ま

で
の
町
独
自
の
支
援
策
に
国

や
県
に
よ
る
支
援
策
を
合
わ

せ
た
、
支
援
を
速
や
か
に
実

施
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
影
響
を
受

け
た
町
民
や
事
業
者
の
皆
様

の
、
生
活
と
経
済
の
維
持
と

継
続
に
向
け
て
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
非
常
事
態
宣

言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
対

策
の
継
続
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

そ
し
て
、
町
民
の
皆
様
、

事
業
者
の
皆
様
、
医
療
関
係

者
の
皆
様
、
各
種
団
体
の
皆

様
、
本
町
に
思
い
を
寄
せ
る

総
て
の
皆
様
が
一
丸
と
な
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
克
服
後
の
、
地
域
の
生
活

と
地
域
の
経
済
を
豊
か
に
創

り
あ
げ
る
た
め
の
努
力
を
始

め
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

経
済
支
援
等
に
つ
い
て

対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答
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　高
橋
教
育
長

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
度

重
な
る
臨
時
休
校
で
、
子
ど

も
た
ち
の
大
切
な
学
校
生
活

の
時
間
が
大
き
く
奪
わ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

私
た
ち
大
人
が
す
べ
き
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

の
大
切
な
時
間
を
取
り
戻
し
、

今
後
、
可
能
な
限
り
本
来
の

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。南

知
多
町
は
現
時
点
で
は
、

土
曜
日
の
授
業
や
冬
休
み
中

の
補
習
な
ど
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

昨
年
度
末
の
授
業
内
容
不

足
分
は
、
臨
時
休
校
中
の
分

散
登
校
や
家
庭
学
習
に
よ
っ

て
か
な
り
取
り
戻
せ
て
お
り
、

５
月
中
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の

学
校
で
昨
年
度
の
学
習
内
容

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
新

学
年
の
内
容
を
学
習
し
て
い

ま
す
。

本
来
、
今
年
度
８
月
末
ま

で
に
予
定
さ
れ
て
い
た
授
業

日
は
、
小
中
学
校
で
若
干
の

違
い
は
あ
り
ま
す
が
71
日
で

す
。
こ
れ
を
５
月
25
日
か
ら

の
通
常
授
業
再
開
に
よ
っ
て
、

60
日
が
確
保
で
き
ま
し
た
。

従
っ
て
、
単
純
に
授
業
日
だ

け
で
考
え
る
と
11
日
分
の
不

足
で
す
。
合
わ
せ
て
、
年
度

当
初
に
行
っ
て
い
る
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
身
体
測
定
、

学
級
づ
く
り
、
校
内
学
力
テ

ス
ト
な
ど
は
分
散
登
校
や
一

斉
登
校
時
に
進
め
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
家
庭
訪
問
は

臨
時
休
校
中
に
行
い
、
全
学

校
で
行
事
を
精
選
し
、
中
学

校
で
は
１
学
期
中
間
テ
ス
ト

を
止
め
る
な
ど
、
授
業
日
に

し
て
９
日
分
程
度
取
り
戻
せ

て
い
ま
す
。
残
り
は
、
授
業

の
中
で
学
習
活
動
の
重
点
化

を
進
め
、
授
業
内
容
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
演
習
問

題
を
家
庭
学
習
に
す
る
な
ど
、

授
業
と
家
庭
学
習
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
、
２
学
期
末
ま

で
に
は
学
習
内
容
を
十
分
回

復
で
き
る
見
込
み
で
す
。

従
い
ま
し
て
、
現
時
点
で

の
補
習
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ

て
は
、
変
更
が
あ
り
え
ま
す
。

今
回
、
こ
の
よ
う
な
対
応

が
で
き
て
お
り
ま
す
の
も
、

臨
時
休
校
中
に
再
開
後
の
学

習
計
画
を
進
め
て
い
た
だ
い

た
教
職
員
の
皆
さ
ん
、
い
ち

早
く
給
食
再
開
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
た
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員
の
皆
さ
ん
や
各
校
の

給
食
配
膳
員
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
。
そ
し
て
、
登
下

校
の
時
に
は
、
地
域
の
方
々

が
見
守
り
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
中
学
生
の
皆
さ
ん

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
皆

さ
ん
の
こ
と
を
見
守
っ
て
い

ま
す
。
不
安
な
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
ま

り
考
え
す
ぎ
ず
、
と
に
か
く

自
分
を
伸
ば
す
た
め
の
努
力

を
続
け
て
く
だ
さ
い
。
い
つ

も
の
年
に
比
べ
る
と
、
宿
題

が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

授
業
の
進
め
方
が
や
や
早
か
っ

た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
予
習
や
復
習
な
ど
、
家

で
の
勉
強
を
し
っ
か
り
し
て
、

自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
に
集

中
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

み
ん
な
で
遅
れ
を
取
り
戻
し

ま
し
ょ
う
。

保
護
者
の
皆
様

不
安
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
ま
ず
、
ご
自

宅
で
お
子
さ
ん
の
話
を
よ
く

聴
い
て
、
見
守
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
ご
心
配
な
こ
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
や
教
育
委
員

会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
、

「
リ
ス
ク
ゼ
ロ
」
を
考
え
る

な
ら
ば
、
修
学
旅
行
や
林
間

学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
通
常
の

学
校
生
活
も
で
き
ま
せ
ん
。

感
染
リ
ス
ク
を
極
力
抑
え
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
学
び
を
保
障
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
も
、
保
護
者
の
皆

様
に
は
引
き
続
き
お
子
さ
ん

の
健
康
観
察
を
続
け
て
い
た

だ
き
、
「
体
調
の
思
わ
し
く

な
い
状
態
で
は
登
校
さ
せ
な

い
」
と
い
う
点
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
夏
は
初
め
て
、
子

ど
も
た
ち
が
、
暑
い
中
で
の

登
下
校
や
学
校
生
活
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域

の
皆
様
も
、
子
ど
も
た
ち
を

見
守
り
、
声
か
け
を
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

来
年
３
月
、
特
に
小
学
校

６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
の

皆
さ
ん
が
、
「
南
知
多
町
の

学
校
に
通
っ
て
い
て
よ
か
っ

た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
に

対
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。
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石
黒
町
長

私
共
は
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威

に
対
し
、
国
や
県
と
共
に
感

染
症
拡
大
防
止
を
第
一
に
、

町
民
の
皆
様
に
は
外
出
自
粛

を
、
本
町
に
お
越
し
く
だ
さ

る
皆
様
に
は
来
町
自
粛
の
呼

び
か
け
を
す
る
な
ど
、
影
響

を
受
け
る
関
係
者
の
皆
様
と

話
し
合
い
、
我
慢
も
し
て
頂

き
な
が
ら
、
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
ま
で
幸
い
に
も
、
本

町
で
は
一
人
の
感
染
者
を
出

す
こ
と
な
く
過
ご
せ
て
い
る

こ
と
も
、
一
重
に
町
民
一
人

ひ
と
り
が
、
し
っ
か
り
こ
の

感
染
症
対
策
に
取
り
組
ん
で

頂
い
て
い
る
お
か
げ
と
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
支
援
に
つ
い
て
の

考
え
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
段
階
で
必
要
な
支
援
は

「
生
活
や
事
業
活
動
の
継
続
」

を
目
的
と
す
る
支
援
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
考

え
を
前
提
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
を

３
つ
の
視
点
（
１
つ
は
感
染

症
対
策
、
２
つ
に
生
活
対
策
、

３
つ
目
が
経
済
対
策
）
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
も
っ
て

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１
　
感
染
症
対
策

【
目
的
】
生
命
と
健
康
を
守

る
医
療
と
保
健
サ
ー
ビ
ス
の

体
制
の
確
保
と
、
感
染
症
の

克
服
。

感
染
リ
ス
ク
の
高
い
状
況

下
に
あ
る
医
療
従
事
者
等
へ

の
応
援
金
を
、
交
付
す
る
事

業
で
、
次
は
、
介
護
や
障
害

を
持
つ
人
に
近
く
で
寄
り
添

い
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
す

る
法
人
に
、
応
援
金
を
交
付

す
る
事
業
、
そ
し
て
、
観
光

客
や
観
光
客
に
接
す
る
方
々

を
感
染
症
か
ら
守
る
た
め
の

補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
、

最
後
に
、
緊
急
事
態
宣
言
中

に
患
者
を
搬
送
し
て
い
た
だ

い
た
海
上
運
送
事
業
者
の
方

へ
協
力
金
を
交
付
す
る
事
業

の
４
事
業
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

２
　
生
活
対
策

【
目
的
】
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
町

民
生
活
の
支
援
。

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
や

保
育
所
等
に
通
う
幼
児
の
、

保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
年
内
の
給
食
費
を
無
償

に
す
る
、
学
校
と
保
育
所
等

の
給
食
費
無
償
化
事
業
で
ご

ざ
い
ま
す
。
次
に
、
国
の
特

別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
の

基
準
日
後
で
、
本
年
度
中
に

生
ま
れ
た
子
供
の
親
に
10
万

円
を
支
給
す
る
事
業
、
そ
し

て
最
後
に
、
水
道
利
用
者
に

水
道
の
基
本
料
金
６
か
月
分

を
無
償
に
し
、
生
活
や
事
業

の
支
援
を
す
る
事
業
の
４
事

業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

３
　
経
済
対
策

【
目
的
】
大
き
な
打
撃
を
受

け
て
い
る
地
域
の
産
業
を
支

え
、
事
業
の
継
続
を
支
援
。

４
月
１
日
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
・
融

資
支
援
と
し
て
信
用
保
証
料

の
補
助
金
の
枠
を
広
げ
た
、

町
経
済
対
策
信
用
保
証
料
・

補
助
事
業
の
創
設
を
い
た
し

ま
し
た
。
そ
し
て
４
月
16
日

に
は
、
県
の
休
業
要
請
に
応

じ
、
決
め
ら
れ
た
期
間
中
休

業
等
の
協
力
を
し
た
中
小
企

業
、
個
人
事
業
主
に
、
協
力

金
50
万
円
を
交
付
す
る
事
業

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

事
業
の
財
源
は
県
と
町
が
折

半
す
る
も
の
で
、
本
町
は
、

中
小
零
細
企
業
や
個
人
事
業

が
殆
ど
で
、
か
つ
事
業
所
の

数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
結
果

と
し
て
、
今
の
段
階
で
の
経

済
対
策
と
し
て
は
、
一
番
大

き
な
支
援
額
の
事
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。
次
に
、
本
町
独

自
の
経
済
対
策
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
特
に
影
響
の
著
し

い
町
内
飲
食
店
、
宿
泊
施
設

に
、
町
民
、
行
政
、
各
種
団

体
が
一
体
と
な
り
、
１
万
円

の
食
事
・
宿
泊
券
を
５
千
円

で
販
売
し
支
援
す
る
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
地
域
振
興
券
事

業
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

本
町
の
観
光
に
重
要
な
温
泉

の
源
泉
施
設
維
持
と
入
湯
税

徴
収
事
業
者
の
負
担
軽
減
の

た
め
交
付
金
を
交
付
す
る
、

温
泉
施
設
維
持
管
理
交
付
金

交
付
事
業
、
最
後
に
、
学
校

を
臨
時
休
校
と
し
た
期
間
の

給
食
食
材
費
に
つ
き
、
発
注

解
約
に
よ
る
違
約
金
を
支
払

う
こ
と
に
よ
り
、
安
定
的
に

給
食
食
材
を
納
入
で
き
る
よ

う
納
入
事
業
者
を
支
援
す
る
、

学
校
給
食
食
材
費
違
約
金
支

払
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

以
上
、
６
月
定
例
議
会
ま

で
の
町
独
自
の
支
援
策
に
国

や
県
に
よ
る
支
援
策
を
合
わ

せ
た
、
支
援
を
速
や
か
に
実

施
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
影
響
を
受

け
た
町
民
や
事
業
者
の
皆
様

の
、
生
活
と
経
済
の
維
持
と

継
続
に
向
け
て
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
非
常
事
態
宣

言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
対

策
の
継
続
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

そ
し
て
、
町
民
の
皆
様
、

事
業
者
の
皆
様
、
医
療
関
係

者
の
皆
様
、
各
種
団
体
の
皆

様
、
本
町
に
思
い
を
寄
せ
る

総
て
の
皆
様
が
一
丸
と
な
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
克
服
後
の
、
地
域
の
生
活

と
地
域
の
経
済
を
豊
か
に
創

り
あ
げ
る
た
め
の
努
力
を
始

め
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

経
済
支
援
等
に
つ
い
て

対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答
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令
和
２
年
８
月
１
日
発
行

愛
知
県
南
知
多
町
議
会

令
和
２
年
６
月
定
例
会

発
行
／
愛
知
県
南
知
多
町
議
会
　
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

住
所
／
〒
470-3495　

愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
大
字
豊
浜
字
貝
ヶ
坪
18

電
話
／
0569-65-0711　

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
0569-65-0694

Ｅ
メ
ー
ル
／
gikai@

tow
n.m
inam

ichita.lg.jp

議
会
だ
よ
り

N
o.172

常任委員会合同管内視察報告
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
措
置
実
施
区
域
か
ら
、
県
が
解
除
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
令
和
２
年
５
月
20
日
、
文
教
厚
生
委
員
と
総
務
建
設
委
員
が
合
同
で
、
対
応

状
況
や
課
題
、
解
除
後
の
営
業
再
開
計
画
な
ど
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　厳
し
い
中
で
も
、
観
光
客
の
回
復
を
目
指
し
、

日
々
準
備
さ
れ
て
い
る
声
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　今
後
は
、
感
染
症
対
策
は
継
続
し
な
が
ら
も
、

町
民
の
皆
様
や
事
業
者
の
方
々
の
生
活
に
目
を

向
け
、
国
・
県
・
町
に
協
力
し
一
日
も
早
く
明

る
い
話
題
が
お
届
け
で
き
る
日
が
来
る
よ
う
に
、

議
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

６月定例会の会議録は、８月上旬ごろ町公式ホームページに掲載する予定です。

９月定例会の日程（予定）

※都合により変更となる場合があります。
※議会の日程は、町ホームページでもご覧いただけます。
■本議会の一般質問は、ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）で放送されます。

ケーブルテレビの放送予定日
９月20日（日）午前10時~　地上デジタル121ch
９月21日（月）午後10時~　地上デジタル121ch

ホームページQRコード

９月　８日(火)９時３０分～

９月１０日(木)９時３０分～

９月２５日(金)９時３０分～

初　日

二日目

最終日

議案上程、質疑、委員会付託　等

一般質問

委員長報告、質疑、討論、採決　等

皆
さ
ん
の
声

皆
さ
ん
の
声

【日間賀島観光協会】
5/31まで営業を自粛する予定。毎年楽
しみにしているイルカも今年は来ない。

【内海海岸】
休業は、半数程度である。駐車場閉鎖に
伴い、違法駐車が増加している。

【魚ひろば】
営業は継続。緊急事態宣
言後、営業時間を短縮し
た。
  

【名鉄海上観光船】
営業は継続しているが、利
用者は激減している。
5/5駐車場利用者は、羽豆
岬周辺の観光客だった。


